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	 局部腐食の事例解析に見る防食管理上の問題点 
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作成者名  
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失敗事例のタイトル  
	 すきま腐食と熱応力の繰返しによる疲労破壊 
 

一次原因（材料要素）  
	 腐食疲労 

機種  
	 ドラム 

部品  
	 ジャケット 

材料  
炭素鋼	 SB42 

概略の寸法  

損傷発生時の状況  
	 本体ドラム（SUS304）の周りにジャケット (SB42) が取付けられている。運転開始後約 1年でジャケット取
付け部に割れが生じた(図 1、図 3)。 

調査内容とその結果  
	 ジャケット取付け部のすきまに単純な形状の割れが数条発生していた。 

損傷発生のシナリオ  
	 ジャケット部には 180℃のスチームと冷却水がある時間を置いて交互に通り、加熱と冷却が繰返される(図 2)。
ジャケット取付け部は開先のない隅肉溶接構造になっており、応力集中の大きな隙間が生じ、その結果すきま

腐食が助長され、それらを起点に加熱、冷却による熱応力の繰返しによって腐食疲労破壊した。 

対策（損傷発生時にとられた対策あるいは現在とるべきと考えられる対策）  
	 すきまのない隅肉溶接構造に設計する。 

教訓  
	 すきま構造が、すきま腐食と疲労が重畳して起こる構造になっている。 

備考  
 

失敗の主要因 誰が判断した結果生じた失敗と考えられるか 
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